
し
て
く
れ
た
お
か
げ
な
の

で
す
が
、
手
で
書
き
写
し

た
た
め
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の

本
に
よ
っ
て
内
容
に
違
い

が
見
ら
れ
ま
す
。
そ
し

て
、
こ
う
し
た
内
容
の
相

違
（
異
同
）
に
応
じ
て
、

現
在
の
『
枕
草
子
』
は
三

巻
本
系
統
、
能
因
本
系

統
、
前
田
家
本
、
堺
本
系

統
の
四
つ
に
大
き
く
グ
ル

ー
プ
分
け
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
こ
と
を
踏
ま
え

て
、「
時
奏
す
る
、
い
み
じ

う
を
か
し
」
の
章
段
に
お

け
る
足
音
を
見
て
み
ま
し

ょ
う
。

　
突
然
で
す
が
、
待
ち
合
わ
せ
の
相
手
が
向
こ
う
か
ら
や

っ
て
き
た
場
面
を
想
像
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
相
手
は
ど

ん
な
足
音
で
や
っ
て
来
ま
し
た
か
？
「
て
く
て
く
」「
す

た
す
た
」「
ど
た
ど
た
」…

…

「
と
ぼ
と
ぼ
」
や
「
の
そ

の
そ
」
と
答
え
る
人
も
い
る
で
し
ょ
う
。
こ
の
よ
う
に
現

代
に
は
足
音
を
表
す
さ
ま
ざ
ま
な
表
現
が
あ
り
ま
す
が
、

そ
れ
で
は
、
一
〇
〇
〇
年
前
に
お
い
て
足
音
は
ど
の
よ
う

に
描
か
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。
今
回
は
『
枕
草
子
』

よ
り
「
時
奏
す
る
、
い
み
じ
う
を
か
し
」
の
章
段
を
手
が

か
り
に
、
当
時
の
足
音
に
つ
い
て
少
し
考
え
て
み
た
い
と

思
い
ま
す
。

同
じ
作
品
な
の
に
内
容
が
違
う
？

 

『
枕
草
子
』
の
作
者
が
清
少
納
言
で
あ
る
こ
と
は
有
名

で
す
が
、
残
念
な
が
ら
本
人
が
書
い
た
も
の
は
現
存
し
て

い
ま
せ
ん
。
い
ま
私
た
ち
が
『
枕
草
子
』
を
読
む
こ
と
が

で
き
る
の
は
長
い
間
に
わ
た
っ
て
手
か
ら
手
へ
と
書
き
写 制作者

発行日

2025年

2025年11月28日

月号11

広島大学
実行委員

一
〇
〇
〇
年
前
の
足
音
は
、
「
こ
ほ
こ
ほ
」
？

古
典
の
世
界
を
の
ぞ
い
て
み
よ
う
！

―
片
渕
須
直
監
督
最
新
作
『
つ
る
ば
み
色
の
な
ぎ
子
た
ち
』
講
演
会―

『
枕
草
子
』
の
聴
覚
的
表
現

ただ過ぎに過ぐるもの　

帆かけたる舟。人の齢。春、夏、秋、冬。

編集者Tの

『枕草子』お気に入り章段

人生ではじめて買ってもらったスーツを着て、いつもより大

人に見える自分にわくわくしながらパンプスをコツコツ鳴ら

したあの日から、いつの間にか4年が経ちます。

靴擦れに気づく暇もなく日々は過ぎ去っていくけれど、

卒論の提出日も近くなっていくけれど、

少しの焦りと、切なさと、もろい希望を抱きながら、

本のページをめくって過ぎていく日々を大切にしたいです。

提出日は、どうか過ぎませんように―。



◆
三
巻
本
系
統
第
一
類
（
陽
明
文
庫
蔵
（
旧
二
冊
）
本
）

　
い
み
し
う
さ
む
き
夜
中
は
か
り
な
と
こ
ほ
こ
ほ
と
こ
ほ
め
き
く
つ
す
り
き
て

◆
能
因
本
系
統
（
三
条
西
家
旧
蔵
本
）

　
さ
む
き
に
夜
中
は
か
り
な
と
に
こ
ほ
こ
ほ
と
こ
ほ
め
き
く
つ
す
り
て
き
て

◆
前
田
家
本

　
い
み
し
う
さ
む
き
に
夜
中
は
か
り
な
と
に
こ
ほ
こ
ほ
と
こ
ほ
め
き
く
つ
す
り
き
て

「
時
奏
す
る
、
い
み
じ
う
を
か
し
」

◆
全
講
枕
草
子 

「
ご
ほ
ご
ほ
と
ご
ほ
め
き
」

◆
新
潮
日
本
古
典
集
成 

「
こ
ぼ
こ
ぼ
と
こ
ぼ
め
き
」

◆
新
日
本
古
典
文
学
大
系 

「
こ
ほ
こ
ほ
と
こ
ほ
め
き
」

◆
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
　「
こ
ほ
こ
ほ
と
こ
ほ
め
き
」

 

「
こ
ほ
こ
ほ
」「
こ
ぼ
こ
ぼ
」「
ご
ほ
ご
ほ
」
と
さ
ま

ざ
ま
な
表
記
が
あ
り
ま
す
。『
日
本
国
語
大
辞
典
』
に

よ
れ
ば
、「
こ
ほ
こ
ほ
」
は
「
物
の
鳴
り
ひ
び
く
音
を

表
わ
す
語
。
雷
や
太
鼓
の
な
り
と
ど
ろ
く
音
、
物
を
た

た
い
た
り
、
こ
わ
し
た
り
す
る
音
、
咳
の
音
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
音
を
表
現
す
る
」
擬
音
語
で
あ
る
よ
う
で
す

が
（
ち
な
み
に
、『
源
氏
物
語
』
に
お
い
て
「
こ
ほ
こ

ほ
」
は
唐
臼
の
音
（
夕
顔
巻
）
や
屏
風
を
た
た
む
音

（
紅
葉
賀
巻
）、
錠
前
を
引
っ
ぱ
る
音
（
朝
顔
巻
）
な

ど
と
し
て
描
か
れ
て
い
ま
す
）、
沓
を
す
っ
て
歩
く
音

を
ど
の
よ
う
な
音
と
す
る
か
、
注
釈
を
付
け
る
人
の
あ

い
だ
で
も
解
釈
が
分
か
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。

　
そ
れ
で
は
、
現
代
語
訳
に
お
い
て
は
ど
う
で
し
ょ
う

か
。
大
学
の
文
学
研
究
で
用
い
ら
れ
る
注
釈
書
か
ら
ソ

フ
ト
カ
バ
ー
の
文
庫
本
ま
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
も
の
を
並

べ
て
見
て
み
ま
し
ょ
う
。

濁
点
ど
こ
に
つ
け
る
？

　
い
ず
れ
の
本
も
、
宮
中
で
時
刻
を
知
ら
せ
る
た
め
に
、
ひ
ど
く
寒
い
夜
中
の
こ

ろ
「
く
つ
す
り
き
て
」、
沓
を
す
っ
て
歩
い
て
き
た
と
き
の
音
を
「
こ
ほ
こ
ほ
と

こ
ほ
め
き
」
と
し
て
い
る
の
が
読
み
取
れ
ま
す
（
な
お
、
堺
本
系
統
に
は
章
段
そ

の
も
の
が
あ
り
ま
せ
ん
）。
た
だ
し
、
当
時
の
表
記
で
は
濁
音
は
表
さ
れ
な
い
た

め
、「
こ
ほ
こ
ほ
」「
こ
ぼ
こ
ぼ
」「
ご
ぼ
ご
ぼ
」「
ご
ほ
ご
ほ
」
の
い
ず
れ
で
読
ん

だ
も
の
か
は
っ
き
り
と
し
ま
せ
ん
。
こ
の
問
題
を
考
え
る
た
め
に
、
現
在
刊
行
さ

れ
て
い
る
い
く
つ
か
の
注
釈
書
の
表
記
を
見
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

『
能
因
本
枕
草
子
』(

相
愛
大
学
図
書
館
所
蔵)

出
典
： 

国
書
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
（
国
文
学
研
究
資
料
館
）

https://doi.org/10.20730/100386642



　
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
片
渕
須
直
監
督
は
中
古
文
学
会
二
〇
二
四
年
度
秋
季
大
会

基
調
講
演
「「
枕
草
子
」
は
ス
ト
ー
リ
ー
の
あ
る
映
像
作
品
の
底
に
敷
く
も
の
と
な

り
得
る
か
」
に
お
い
て
、「
こ
う
し
て
実
際
に
履
い
て
歩
い
た
音
を
、
先
ほ
ど
の

「
こ
ほ
こ
ほ
」
に
一
番
近
い
も
の
と
し
て
表
現
し
て
み
よ
う
と
し
ま
す
と
、「
こ
ぽ

こ
ぽ
」
な
の
で
は
な
い
か
、
と
な
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
現
代
語
訳
で
は
や
や
抽
象

的
な
「
ご
ほ
ご
ほ
」
と
表
記
さ
れ
る
こ
と
も
多
い
の
で
す
が
、「
こ
ぽ
こ
ぽ
」
に
は

よ
り
質
感
的
な
リ
ア
リ
テ
ィ
が
あ
り
ま
す
。」
と
述
べ
て
お
ら
れ
ま
す
。
足
と
浅
沓

と
の
あ
い
だ
に
隙
間
が
あ
り
、
歩
く
た
び
に
「
こ
ぽ
こ
ぽ
」
と
鳴
っ
て
い
る
の
だ
ろ

う
か
と
思
い
を
巡
ら
せ
な
が
ら
、
た
い
へ
ん
興
味
深
く
拝
見
し
ま
し
た
。

◆
全
講
枕
草
子 

「
ご
と
ご
と
と
音
を
立
て
、
沓
を
す
つ
て
来
て
、」

◆
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集

「
ご
と
ご
と
と
音
を
立
て
て
、
沓
を
摺
っ
て
歩
い
て
来
て
、」

◆
角
川
ソ
フ
ィ
ア
文
庫

「
ご
と
ご
と
と
音
を
立
て
て
沓
を
引
き
ず
っ
て
来
て
、」

◆
光
文
社
古
典
新
訳
文
庫

「
ご
と
ご
と
と
沓
を
摺
り
な
が
ら
や
っ
て
き
て
、」

◆
河
出
文
庫
・
酒
井
順
子
訳
　

「
ご
と
ご
と
と
音
を
た
て
て
沓
を
擦
っ
て
歩
い
て
き
て
、」

　
い
ず
れ
も
「
ご
と
ご
と
」
と

現
代
語
訳
を
し
て
い
ま
す
。
浅

沓
が
木
製
（
も
と
も
と
は
牛
革

製
）
で
あ
る
こ
と
を
考
え
る
と

「
ご
と
ご
と
」
と
い
う
重
々
し

い
音
を
あ
て
た
こ
と
は
あ
る
程

度
理
解
で
き
る
も
の
の
、
古
典

本
文
の
「
こ
ほ
こ
ほ
」
か
ら
や

や
離
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
こ
と

に
は
疑
問
が
残
り
ま
す
。

現
代
語
訳
を
み
て
み
よ
う

こぽこぽ

とぼとぼの
ろ
の
ろ

の
ろ
の
ろ

すたすた

カツカ
ツ

カツカ
ツ

カツカ
ツ

ざっざっざっ

バ
タ
バ
タ

ドス
ドスドス

ト
コ
ト
コ

浅沓
あさぐつ

ご
と
ご
と
？



・
阿
部
秋
生
・
秋
山
虔
・
今
井
源
衛
・
鈴
木
日
出
男
校
注
・
訳

 

『
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
二
〇 

源
氏
物
語
①
』（
小
学
館
、
一
九
九
四
年)

・
阿
部
秋
生
・
秋
山
虔
・
今
井
源
衛
・
鈴
木
日
出
男
校
注
・
訳

 

『
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
二
十
一 

源
氏
物
語
②
』（
小
学
館
、
一
九
九
五
年)

・
池
田
亀
鑑
著
『
全
講
枕
草
子
』（
至
文
堂
、
一
九
六
三
年
）

・
石
田
穣
二
・
清
水
好
子
校
注
・
訳
『
新
潮
日
本
古
典
集
成
（
第
一
回
） 

源
氏
物
語
一
』（
新
潮
社
、
一
九
七
六
年)

・
石
田
穣
二
・
清
水
好
子
校
注
・
訳
『
新
潮
日
本
古
典
集
成
（
第
十
三
回
） 

源
氏
物
語
二
』（
新
潮
社
、
一
九
七
七
年)

・
石
田
穣
二
・
清
水
好
子
校
注
・
訳
『
新
潮
日
本
古
典
集
成
（
第
十
八
回
） 

源
氏
物
語
三
』（
新
潮
社
、
一
九
七
八
年) 

・
片
渕
須
直
「「
枕
草
子
」
は
ス
ト
ー
リ
ー
の
あ
る
映
像
作
品
の
底
に
敷
く
も
の
と
な
り
得
る
か 

　―

中
古
文
学 

二
〇
二
四
年
度
秋
季
大
会 

基
調
講
演 

講
演
記
録―

」

（
中
古
文
学
会
編
『
中
古
文
学
』、
二
〇
二
五
年
五
月
）

・
河
添
房
江
・
津
島
知
明
訳
注
『
新
訂 

枕
草
子 

下
』（
角
川
文
庫
、
二
〇
二
四
年
）

・
酒
井
順
子
訳
『
枕
草
子 

下
』（
河
出
書
房
新
社
、
二
〇
二
四
年
）

・
佐
々
木
和
歌
子
訳
『
光
文
社
古
典
新
訳
文
庫
　
枕
草
子
』（
光
文
社
、
二
〇
二
四
年
）

・
瀬
古
確
『
日
本
文
学
の
自
然
観
照
』（
右
文
書
院
、
二
〇
〇
九
年
）

・
田
中
重
太
郎
編
著
『
校
本
枕
冊
子 

下
巻
』(

古
典
文
庫
、
一
九
五
六
年)

・
玉
上
琢
弥
『
源
氏
物
語
評
釈 

第
一
巻
』(

角
川
書
店
、
一
九
六
四
年)

・
玉
上
琢
弥
『
源
氏
物
語
評
釈 

第
二
巻
』(

角
川
書
店
、
一
九
六
五
年)

・
玉
上
琢
弥
『
源
氏
物
語
評
釈 

第
四
巻
』(

角
川
書
店
、
一
九
六
五
年)

・
萩
谷
朴
校
注
『
新
潮
日
本
古
典
集
成
（
第
十
二
回
）
枕
草
子 

下
』（
新
潮
社
、
一
九
七
七
年
）

・
松
尾
聰
・
永
井
和
子
校
注
・
訳
『
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
十
八 

枕
草
子
』（
小
学
館
、
一
九
九
七
年
）

・
柳
井
滋
・
室
伏
信
助
・
大
朝
雄
二
・
鈴
木
日
出
男
・
藤
井
貞
和
・
今
西
祐
一
郎
校
注

 

『
新
日
本
古
典
文
学
大
系
十
九 

源
氏
物
語
一
』(

岩
波
書
店
、
一
九
九
三
年)

・
柳
井
滋
・
室
伏
信
助
・
大
朝
雄
二
・
鈴
木
日
出
男
・
藤
井
貞
和
・
今
西
祐
一
郎
校
注

 

『
新
日
本
古
典
文
学
大
系
二
〇 

源
氏
物
語
二
』(

岩
波
書
店
、
一
九
九
四
年)

・
渡
辺
実
校
注
『
新
日
本
古
典
文
学
大
系
二
十
五 

枕
草
子
』（
岩
波
書
店
、
一
九
九
一
年
）

・
ジ
ャ
パ
ン
ナ
レ
ッ
ジ
版
『
日
本
国
語
大
辞
典
』 https://japanknow

ledge.com
/lib/shelf/ko

（
二
〇
二
五
年
十
一
月
九
日
最
終
閲
覧
）

　
こ
こ
ま
で
、
足
音
を
手
が
か
り
に
し
て
『
枕
草
子
』

の
聴
覚
的
表
現
を
少
し
ば
か
り
考
え
て
き
ま
し
た
。
今

回
は
浅
沓
の
音
「
こ
ほ
こ
ほ
」
に
と
ど
ま
り
ま
し
た

が
、
清
少
納
言
が
聴
覚
美
を
重
ん
じ
て
い
る
こ
と
は

『
枕
草
子
』
の
巻
頭
の
一
節
「
秋
は
夕
暮
。
夕
日
の
さ

し
て
山
の
端
い
と
近
う
な
り
た
る
に
、…

…

日
入
り
果

て
て
、
風
の
音
、
虫
の
音
な
ど
、
は
た
言
ふ
べ
き
に
あ

ら
ず
。」
か
ら
も
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
聴
覚
的
、
ま
た
視
覚
的
な
美
観
に
よ
っ
て
感
覚
美
を

追
求
し
た
清
少
納
言
の
『
枕
草
子
』
を
、
片
渕
監
督
が

ど
の
よ
う
に
受
け
止
め
、
い
か
に
し
て
具
体
性
を
持
っ

た
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
映
画
と
し
て
描
き
出
す
の
か
。
こ

れ
か
ら
完
成
す
る
映
画
を
見
に
行
く
み
な
さ
ん
は
、
ぜ

ひ
と
も
映
像
の
み
な
ら
ず
音
響
表
現
に
も
心
を
馳
せ
な

が
ら
、『
つ
る
ば
み
色
の
な
ぎ
子
た
ち
』
を
楽
し
ん
で
み

て
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。
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